
(57)【要約】　　　（修正有）

　

【課題】接地導体板を組込んだマルチセグメント型平面

アンテナとその製作方法を開示した。

【解決手段】プリント回路板などのように、第１面と第

２面との両面に導電材料層が形成された第１絶縁材料層

の表面に、複数のアンテナエレメントを形成する。それ

らアンテナエレメントは、導電材料層に選択的エッチン

グ法を施すことによって、第１絶縁材料層の両面に形成

される。それらのうちの２つのアンテナエレメントは略

々矩形の形状であり、幅の狭いギャップによって互いに

分離されており、そのギャップを横断して延在する２つ

の短絡ストリップによって互いに電気的に接続されてい

る。別の２つのアンテナエレメントは細長い形状であり

、それらアンテナエレメントの長さは、アンテナの動作

周波数の波長の４分の１の整数倍とする。アンテナエレ

メントが形成されている第１絶縁材料層と、接地導体板

との間に、第２絶縁材料層が介装されている。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ン テ ナ に お い て 、
　 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 を 有 す る 第 １ 絶 縁 材 料 層 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 １ 面 に 形 成 さ れ た 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 １ 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と を 接 続 す る 導 電 路 を 形 成
し て い る 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ 及 び 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 部 分 を 除 い た そ の 他 の 部 分 に お い
て 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と を 分 離 し て い る 絶 縁 ギ ャ
ッ プ で あ っ て 、 該 絶 縁 ギ ャ ッ プ の 幅 を 第 １ 幅 寸 法 と し て あ り 、 前 記 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ の
幅 を 第 ２ 幅 寸 法 と し て あ り 、 前 記 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 幅 を 前 記 第 ２ 幅 と し て あ る 、 絶 縁
ギ ャ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を 有 す る 第 ３ ア ン テ ナ
エ レ メ ン ト で あ っ て 、 そ の 長 さ を 第 １ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 の 第 １ 長 さ 寸 法 と
し 、 そ の 一 部 分 の 幅 を 第 ３ 幅 寸 法 と し 、 そ の 一 部 分 の 幅 を 第 ４ 幅 寸 法 と し て あ る 、 第 ３ ア
ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 ２ 端 に 設 け ら れ た 第 １ 入 出 力 接 続 部 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 に 形 成 さ れ た 第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を 有 す る 第 ４ ア ン テ ナ
エ レ メ ン ト で あ っ て 、 そ の 長 さ を 第 ２ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 の 第 ２ 長 さ 寸 法 と
し 、 そ の 幅 を 前 記 第 ４ 幅 寸 法 と し て あ る 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 ２ 端 と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 ２ 端
と の 間 の 導 電 路 を 形 成 し て い る 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ で あ っ て 、 そ の 長 さ を 第 １ 長 さ 寸 法 と
し 、 そ の 幅 を 第 ５ 幅 寸 法 と し て あ る 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 形 成
さ れ た 導 電 路 と 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 形 成
さ れ た 導 電 路 と 、
　 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 を 有 す る 接 地 導 体 板 と 、
　 前 記 接 地 導 体 板 の 前 記 第 １ 面 に 設 け ら れ た 第 ２ 入 出 力 接 続 部 と 、
　 前 記 接 地 導 体 板 の 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 と の 間 に 介 装 さ れ た 第
２ 絶 縁 材 料 層 と 、
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 さ れ た 複 数 の 導 電 路 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ 入 出 力 接 続 部 を 露
出 さ せ て い る 切 欠 部 と 、
　 中 心 導 体 及 び シ ー ル ド 導 体 が 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 切 欠 部 の 中 へ 延 入 し て お り 、 前
記 中 心 導 体 が 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 シ ー ル ド 導 体 が 前 記 第 ２ 入 出 力 接 続
部 に 接 続 さ れ て い る 同 軸 ケ ー ブ ル と 、
　 前 記 接 地 導 体 板 の 前 記 第 ２ 面 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 １ 層 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 と 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト
と を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 ２ 層 と 、
　 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 １ 層 の 側 縁 部 と 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 層 の 側 縁 部
と の 間 に 形 成 さ れ る こ と で 該 ア ン テ ナ を 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 絶 縁 材 料 で 封 止 し て お り 、
前 記 同 軸 ケ ー ブ ル が そ の 中 を 貫 通 し て 延 在 し て い る 、 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 ３ 層 と 、
　 を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 絶 縁 材 料 が プ ラ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の
ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ 入 出 力 接 続 部 を 露
出 さ せ て い る 切 欠 部 を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 中 心 導 体 及 び シ ー ル ド 導 体 が 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 切 欠 部 の 中 へ 延 入 し て お り 、 前
記 中 心 導 体 が 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 さ れ 、 前 記 シ ー ル ド 導 体 が 前 記 第 ２ 入 出 力 接 続
部 に 接 続 さ れ て い る 同 軸 ケ ー ブ ル を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の ア ン テ ナ
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 及 び 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト に 形 成 さ れ た 切 欠 部 を 更 に 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 周 波 数 を 約 136 MHz～ 約 140 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 周 波 数 を 約 148 MHz～ 約 151 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 銅 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス が 、 前 記 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ 及 び 前 記 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ
プ を 形 成 す る 位 置 を 調 節 す る こ と で チ ュ ー ニ ン グ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 幅 寸 法 を 約 0.03125イ ン チ （ 約 0.8 mm） と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 形 成
さ れ た 前 記 導 電 路 と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記
第 １ 端 と の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 導 電 路 と が 、 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 を 貫 通 し て 延 在 す る 導 電
バ イ ア か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 複 数 の 導 電 路 が
複 数 の 導 電 ピ ン か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 さ れ た 前 記 複 数 の 導 電 路 の
個 数 が ２ 個 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ 周 波 数 及 び 前 記 第 ２ 周 波 数 が 約 3 KHz～ 約 300 GHzの 範 囲 内 の 周 波 数 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ア ン テ ナ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 を 有 し 、 前 記 第 １ 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 面 に 導 電 材 料
層 が 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 材 料 層 を 製 作 し 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 １ 面 に 形 成 さ れ た 前 記 導 電 材 料 層 に 、 エ ッ チ ン グ 法 を 用 い
て 、 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ 及 び 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 部 分 を 除 い た そ の 他 の 部 分 に お い て 該
導 電 材 料 層 を 横 断 し て 延 在 す る 絶 縁 ギ ャ ッ プ を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 前 記 第 １ 絶 縁 材 料
層 の 前 記 第 １ 面 に 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 形 成 し 、 前 記 第
１ 短 絡 ス ト リ ッ プ 及 び 前 記 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ は 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第
２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と を 接 続 す る 導 電 路 を 形 成 す る も の で あ り 、 前 記 絶 縁 ギ ャ ッ プ の 幅
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を 第 １ 幅 寸 法 と し 、 前 記 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 幅 を 第 ２ 寸 法 と し 、 前 記 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ
プ の 幅 を 前 記 第 ２ 幅 寸 法 と し 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 に 形 成 さ れ た 前 記 導 電 材 料 層 に 、 選 択 的 エ ッ チ ン グ 法
を 施 す こ と に よ っ て 、 第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を 有 す る 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 形 成 し 、 該 第
３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 長 さ を 第 １ 長 さ 寸 法 と し 、 該 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 一 部 分 の
幅 を 第 ３ 幅 寸 法 と し 、 該 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 一 部 分 の 幅 を 第 ４ 幅 寸 法 と し 、 前 記 第
１ 長 さ 寸 法 は 第 １ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 と し 、 該 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前
記 第 ２ 端 に 第 １ 入 出 力 接 続 部 を 設 け 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 に 形 成 さ れ た 前 記 導 電 材 料 層 に 、 選 択 的 エ ッ チ ン グ 法
を 施 す こ と に よ っ て 、 第 １ 端 及 び 第 ２ 端 を 有 す る 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 形 成 し 、 該 第
４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 長 さ を 第 ２ 長 さ 寸 法 と し 、 該 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 幅 を 前 記
第 ４ 幅 寸 法 と し 、 前 記 第 １ 長 さ 寸 法 は 第 ２ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 と し 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 に 形 成 さ れ た 前 記 導 電 材 料 層 に 、 選 択 的 エ ッ チ ン グ 法
を 施 す こ と に よ っ て 、 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ を 形 成 し 、 該 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 長 さ を 第 １
長 さ 寸 法 と し 、 該 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ の 幅 を 第 ５ 幅 寸 法 と し 、 前 記 第 １ 長 さ 寸 法 は 第 ２ 周
波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 と し 、 該 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ に よ っ て 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ
レ メ ン ト の 前 記 第 ２ 端 と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 ２ 端 と の 間 の 導 電 路 を 形 成
し 、
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 導 電
路 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 導 電
路 を 形 成 し 、
　 第 １ 面 及 び 第 ２ 面 を 有 し 、 該 第 １ 面 に 第 ２ 入 出 力 接 続 部 が 設 け ら れ た 接 地 導 体 板 を 製 作
し 、
　 切 欠 部 が 形 成 さ れ た 第 ２ 絶 縁 材 料 層 を 製 作 し 、
　 前 記 接 地 導 体 板 の 前 記 第 １ 面 と 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 面 と の 間 に 前 記 第 ２ 絶 縁
材 料 層 を 介 装 し て 、 前 記 切 欠 部 が 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 及 び 前 記 第 ２ 入 出 力 接 続 部 を 露 出
さ せ る よ う に し 、
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 複 数 の 導 電 路 を 形 成 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 中 心 導 体 及 び シ ー ル ド 導 体 を 有 す る 同 軸 ケ ー ブ ル を 、 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 切 欠 部
の 中 へ 挿 入 し て 、 前 記 中 心 導 体 を 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 し 、 前 記 シ ー ル ド 導 体 を 前
記 第 ２ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 し 、
　 前 記 接 地 導 体 板 の 前 記 第 ２ 面 を 覆 う よ う に 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 １ 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 と 、 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト
と を 覆 う よ う に 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 ２ 層 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 １ 層 の 側 縁 部 と 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ２ 層 の 側 縁 部
と の 間 に 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 第 ３ 層 を 形 成 す る こ と で 、 該 ア ン テ ナ を 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料
層 の 絶 縁 材 料 で 封 止 し 、 前 記 同 軸 ケ ー ブ ル が 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 第 ３ 層 の 中 を 貫 通
し て 延 在 す る よ う に す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ３ 絶 縁 材 料 層 の 絶 縁 材 料 が プ ラ ス チ ッ ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載
の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 中 心 導 体 及 び シ ー ル ド 導 体 を 有 す る 同 軸 ケ ー ブ ル を 、 前 記 第 ２ 絶 縁 材 料 層 の 前 記 切 欠 部
の 中 へ 挿 入 し て 、 前 記 中 心 導 体 を 前 記 第 １ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 し 、 前 記 シ ー ル ド 導 体 を 前
記 第 ２ 入 出 力 接 続 部 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
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　 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 及 び 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト に 切 欠 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 周 波 数 を 約 136 MHz～ 約 140 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 第 ２ 周 波 数 を 約 148 MHz～ 約 151 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト 、 及 び 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 銅 で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載
の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ア ン テ ナ の イ ン ピ ー ダ ン ス を 、 前 記 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ 及 び 前 記 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ
プ を 形 成 す る 位 置 を 調 節 す る こ と で チ ュ ー ニ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の
ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ 幅 寸 法 を 約 0.03125イ ン チ （ 約 0.8 mm） と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記
載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第 １ 端 と の 間 に 形 成
す る 前 記 導 電 路 と 、 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 前 記 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 前 記 第
１ 端 と の 間 に 形 成 す る 前 記 導 電 路 と を 、 前 記 第 １ 絶 縁 材 料 層 を 貫 通 し て 延 在 す る 導 電 バ イ
ア と し て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 す る 前 記 複 数 の 導 電 路 を 複
数 の 導 電 ピ ン で 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 接 地 導 体 板 と 前 記 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 す る 前 記 複 数 の 導 電 路 の 個
数 を ２ 個 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ 周 波 数 及 び 前 記 第 ２ 周 波 数 を 約 3 KHz～ 約 300 GHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ 記 載 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 導 電 性 表 面 と 非 導 電 性 表 面 と の い ず れ に 近 接 し て 配 設 さ れ た 場 合 に も 優 れ た
性 能 を 発 揮 す る こ と の で き る 、 薄 型 で 小 面 積 の 、 接 地 導 体 板 を 組 込 ん だ 平 面 ア ン テ ナ に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 平 面 ア ン テ ナ に つ い て 開 示 し た 数 多 く の 文 献 が 存 在 し て い る 。
　 米 国 特 許 第 6,329,950 B1号 公 報 に は 、 組 合 せ た ２ つ の 導 電 領 域 に 同 軸 ケ ー ブ ル を 接 続 し
た 平 面 ア ン テ ナ が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 第 4,410,891号 公 報 （ Schaubert et al.） に は 、 極 性 を 容 易 に 変 更 で き る よ う
に し た マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ ・ ア ン テ ナ が 記 載 さ れ て い る 。
　 米 国 特 許 第 6,097,345号 公 報 （ Walton） に は 、 携 帯 電 話 の 周 波 数 帯 域 と 全 地 球 測 位 シ ス
テ ム の 周 波 数 帯 域 と に 対 応 し た デ ュ ア ル ・ バ ン ド ・ ス ロ ッ ト ・ ア ン テ ナ が 記 載 さ れ て い る
。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 特 許 第 6,429,828 B1号 公 報 （ Tinaphong et al.） に は 、 VHF/UHF用 の セ ル フ チ ュ ー
ニ ン グ 機 能 を 備 え た 平 面 ア ン テ ナ ・ シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 6,329,950号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 4,410,891号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 6,097,345号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 第 6,429,828号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ア ン テ ナ は 、 無 線 リ ン ク を 備 え た あ ら ゆ る 電 子 シ ス テ ム に と っ て 、 重 要 な 構 成 要 素 で あ
る 。 通 信 や ナ ビ ゲ ー シ ョ ン の 用 途 に 用 い る ア ン テ ナ は 、 信 頼 性 が 高 く 、 高 感 度 で あ る こ と
が 要 求 さ れ る 。 そ の 種 の ア ン テ ナ を 、 コ ン パ ク ト で 、 安 定 性 に 優 れ 、 導 電 性 表 面 と 非 導 電
性 表 面 と の い ず れ に 近 接 し て 配 設 さ れ た 場 合 に も 、 そ の 表 面 か ら 影 響 を 受 け る こ と の な い
ア ン テ ナ と す る こ と が 強 く 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 主 た る 目 的 の １ つ は 、 導 電 性 表 面 と 非 導 電 性 表 面 と の い ず れ に 近 接 し て 配 設 さ
れ た 場 合 に も 優 れ た 性 能 を 発 揮 す る こ と の で き る 、 非 常 に 薄 型 で 小 面 積 の ア ン テ ナ を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の も う １ つ の 主 た る 目 的 は 、 導 電 性 表 面 と 非 導 電 性 表 面 と の い ず れ に 近 接 し て 配
設 さ れ た 場 合 に も 優 れ た 性 能 を 発 揮 す る こ と の で き る 、 非 常 に 薄 型 で 小 面 積 の ア ン テ ナ の
製 作 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 目 的 は 、 接 地 導 体 板 を 組 込 ん だ マ ル チ セ グ メ ン ト 型 平 面 ア ン テ ナ と す る こ と に よ
っ て 達 成 さ れ る 。 こ の ア ン テ ナ に お い て は 、 プ リ ン ト 回 路 板 な ど の よ う に 、 第 １ 面 と 第 ２
面 と の 両 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 表 面 に 、 複 数 の ア ン テ ナ エ レ メ ン
ト を 形 成 す る 。 そ れ ら ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の う ち 、 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ２ ア ン
テ ナ エ レ メ ン ト は 、 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 第 １ 面 の 導 電 材 料 層 に 選 択 的 エ ッ チ ン グ 法 を 施 す こ
と に よ っ て 、 こ の 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 第 １ 面 に 形 成 す る 。 ま た 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及
び 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト は 、 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 第 ２ 面 の 導 電 材 料 層 に 選 択 的 エ ッ チ ン グ
法 を 施 す こ と に よ っ て 、 こ の 第 １ 絶 縁 材 料 層 の 第 ２ 面 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト は 略 々 矩 形 の 形 状 で あ り 、 幅 の 狭
い ギ ャ ッ プ に よ っ て 互 い に 分 離 さ れ て お り 、 そ の ギ ャ ッ プ を 横 断 し て 延 在 す る ２ つ の 短 絡
ス ト リ ッ プ に よ っ て 互 い に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ４ ア
ン テ ナ エ レ メ ン ト は 細 長 い 形 状 で あ り 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 長 さ は 、 第 １ 周 波 数 の
波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 と し 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 長 さ は 、 第 ２ 周 波 数 の 波 長 の ４
分 の １ の 整 数 倍 の 長 さ と し て あ る 。 こ れ ら 第 １ 周 波 数 及 び 第 ２ 周 波 数 は 、 ア ン テ ナ の 動 作
周 波 数 で あ る 。 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 構 成 し て い る 複 数 の セ グ メ ン ト は 、 全 て が 同 一
幅 で は な い 。 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 構 成 し て い る 複 数 の セ グ メ ン ト も 、 全 て が 同 一 幅
で は な い 。 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ 端 と の 間 、 並 び に 、
第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ 端 と の 間 を 、 導 電 バ イ ア が 接 続
し て い る 。 ま た 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 ２ 端 と 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 ２ 端 と
の 間 を 、 小 さ な 短 絡 ス ト リ ッ プ が 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 及 び 第
４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 形 成 さ れ て い る 第 １ 絶 縁 材 料 層 と 、 接 地 導 体 板 と の 間 に 、 第 ２ 絶
縁 材 料 層 が 介 装 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 絶 縁 材 料 層 に は 、 同 軸 ケ ー ブ ル を 受 容 す る 切 欠 部 が
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形 成 さ れ て い る 。 同 軸 ケ ー ブ ル の 中 心 導 体 は 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 ２ 端 に 接 続 さ れ
て い る 。 同 軸 ケ ー ブ ル の シ ー ル ド 導 体 は 接 地 導 体 板 に 接 続 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ エ レ メ ン
ト は プ ラ ス チ ッ ク 封 止 材 料 に よ っ て 完 全 に 封 止 さ れ 、 同 軸 ケ ー ブ ル は こ の プ ラ ス チ ッ ク 封
止 材 料 を 貫 通 し て 延 在 し て お り 、 こ れ に よ っ て 、 ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ を 環 境 の 影 響 か ら
保 護 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 図 １ ～ 図 ９ を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る ア ン テ ナ の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明
す る 。 図 １ は 、 上 面 ２ ３ 及 び 下 面 ２ ５ を 有 す る 第 １ 絶 縁 材 料 層 ３ ４ の 断 面 図 で あ る 。 第 １
絶 縁 材 料 層 ３ ４ の 上 面 ２ ３ に は 、 第 １ 導 電 材 料 層 １ ５ が 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 絶 縁 材 料 層
３ ４ の 下 面 ２ ５ に は 、 第 ２ 導 電 材 料 層 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 導 電 材 料 層 １ ５ 及 び 第
２ 導 電 材 料 層 １ ７ の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 銅 な ど の 金 属 材 料 を 使 用 す れ ば よ く 、 ま た 、
そ れ ら 導 電 材 料 層 １ ５ 、 １ ７ を 第 １ 絶 縁 材 料 層 ３ ４ の 表 面 に 形 成 す る 方 法 と し て は 、 例 え
ば 、 蒸 着 法 、 貼 着 法 、 メ ッ キ 法 、 等 々 の 方 法 を 用 い れ ば よ い 。 こ の よ う に 、 上 面 と 下 面 と
の 両 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 層 を 使 用 し て 、 こ の ア ン テ ナ の 複 数 の ア ン テ ナ
エ レ メ ン ト を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ Ａ は 、 上 面 及 び 下 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 層 の 上 面 図 で あ り 、 第 １ 導
電 材 料 層 １ ５ に 形 成 さ れ た 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ 及 び 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４
を 示 し て い る 。 こ れ ら ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ 、 １ ４ は 、 選 択 的 エ ッ チ ン グ 法 な ど の 手 段
に よ り 形 成 さ れ る 。 上 面 及 び 下 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 層 は 矩 形 の 形 状 で あ
り 、 そ の 長 さ を 第 １ 長 さ 寸 法 １ １ ２ と し 、 そ の 幅 を 第 １ 幅 寸 法 １ １ ０ と し て あ る 。 上 面 及
び 下 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 層 に は 、 切 欠 部 １ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 切
欠 部 １ ０ は 、 必 要 に 応 じ て 更 に ア ン テ ナ を 付 加 す る 際 に 、 そ の ア ン テ ナ を 嵌 合 す る た め の
切 欠 部 で あ る 。 こ の 切 欠 部 １ ０ は 、 そ の 長 さ を 第 ２ 長 さ 寸 法 １ １ ６ と し 、 そ の 幅 を 第 ２ 幅
寸 法 １ １ ４ と し て あ る 。 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ と 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４ と の
間 に は 、 そ れ ら を 分 離 す る ギ ャ ッ プ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ギ ャ ッ プ は 、 第 １ セ グ メ ン ト
１ ６ Ａ 、 第 ２ セ グ メ ン ト １ ６ Ｂ 、 及 び 第 ３ セ グ メ ン ト １ ６ Ｃ か ら 成 り 、 そ れ ら ３ つ の セ グ
メ ン ト は 同 一 幅 で あ っ て 、 そ の 幅 を 第 ３ 幅 寸 法 ２ ２ と し て あ る 。 こ の ギ ャ ッ プ の 第 ２ セ グ
メ ン ト １ ６ Ｂ と 第 ３ セ グ メ ン ト １ ６ Ｃ と は 、 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ １ ９ に よ っ て 隔 て ら れ て
お り 、 こ の 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ １ ９ は 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ と 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト １ ４ と を 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 ま た 、 こ の ギ ャ ッ プ の 第 １ セ グ メ ン ト １ ６ Ａ と 第 ２
セ グ メ ン ト １ ６ Ｂ と は 、 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ ２ １ に よ っ て 隔 て ら れ て お り 、 こ の 第 ２ 短 絡
ス ト リ ッ プ ２ １ も 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ と 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４ と を 電 気 的
に 接 続 し て い る 。 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ １ ９ と 第 ２ 短 絡 ス ト リ ッ プ ２ １ と は 同 一 幅 で あ り 、
そ の 幅 を 第 ４ 幅 寸 法 １ ８ と し て あ る 。 こ れ ら 第 １ 短 絡 ス ト リ ッ プ １ ９ 及 び 第 ２ 短 絡 ス ト リ
ッ プ を 形 成 す る 位 置 を 調 節 す る こ と に よ っ て 、 こ の ア ン テ ナ の 共 振 周 波 数 及 び 共 振 イ ン ピ
ー ダ ン ス を 精 密 チ ュ ー ニ ン グ す る こ と が で き る 。 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ２ と 第 ３ ア ン
テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 導 電 路 ３ ０ が 形 成 さ れ 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４ と 第 ４ ア ン
テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 導 電 路 ２ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４ と 接
地 導 体 板 と の 間 に 導 電 路 ２ ４ 及 び ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 以 下 に 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン
ト 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 及 び 接 地 導 体 板 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ Ｂ は 、 上 面 及 び 下 面 に 導 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 絶 縁 材 料 層 の 下 面 図 で あ り 、 第 ２ 導
電 層 に 形 成 さ れ た 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト ３ ６ Ａ 、 ３ ６ Ｂ 、 ３ ６ Ｃ と 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ
メ ン ト ３ ８ Ａ 、 ３ ８ Ｂ 、 ３ ８ Ｃ 、 ３ ８ Ｄ と を 示 し て い る 。 こ れ ら ア ン テ ナ エ レ メ ン ト は 、
選 択 的 エ ッ チ ン グ 法 な ど の 手 段 に よ り 形 成 さ れ る 。 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト は 、 第 １ セ グ
メ ン ト ３ ６ Ａ と 、 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ６ Ｂ と 、 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ６ Ｃ と で 構 成 さ れ て い る 。
第 １ セ グ メ ン ト ３ ６ Ａ は 、 そ の 幅 を 第 ５ 幅 寸 法 ４ ２ と し 、 そ の 長 さ を 第 ３ 長 さ 寸 法 １ １ ８
と し て あ る 。 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ６ Ｂ は 、 そ の 幅 を 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ と し 、 そ の 長 さ を 第 ４ 長
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さ 寸 法 １ ２ ０ と し て あ る 。 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ６ Ｃ は 、 そ の 幅 を 前 記 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ と し 、
そ の 長 さ を 第 ５ 長 さ 寸 法 １ ２ ２ と し て あ る 。 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト は 、 第 １ セ グ メ ン ト
３ ８ Ａ と 、 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｂ と 、 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｃ と 、 第 ４ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｄ と
で 構 成 さ れ て い る 。 第 １ セ グ メ ン ト ３ ８ Ａ は 、 そ の 幅 を 前 記 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ と し 、 そ の 長
さ を 第 ６ 長 さ 寸 法 １ ２ ４ と し て あ る 。 第 ２ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｂ は 、 そ の 幅 を 前 記 第 ６ 幅 寸 法
４ ４ と し 、 そ の 長 さ を 第 ７ 長 さ 寸 法 １ ２ ６ と し て あ る 。 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｃ は 、 そ の 幅
を 前 記 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ と し 、 そ の 長 さ を 第 ８ 長 さ 寸 法 １ ２ ８ と し て あ る 。 第 ４ セ グ メ ン ト
３ ８ Ｄ は 、 そ の 幅 を 前 記 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ と し 、 そ の 長 さ を 第 ９ 長 さ 寸 法 １ ３ ０ と し て あ る
。 前 記 第 ３ 長 さ 寸 法 １ １ ８ 、 前 記 第 ４ 長 さ 寸 法 １ ２ ０ 、 及 び 前 記 第 ５ 長 さ 寸 法 １ ２ ２ の 合
計 長 さ 寸 法 は 、 第 １ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 に 等 し く し て あ る 。 前 記 第 ６ 長 さ 寸
法 １ ２ ４ 、 前 記 第 ７ 長 さ 寸 法 １ ２ ６ 、 前 記 第 ８ 長 さ 寸 法 １ ２ ８ 、 及 び 前 記 第 ９ 長 さ 寸 法 １
３ ０ の 合 計 長 さ 寸 法 は 、 第 ２ 周 波 数 の 波 長 の ４ 分 の １ の 整 数 倍 に 等 し く し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ５ 幅 寸 法 ４ ２ 及 び 第 ６ 幅 寸 法 ４ ４ は 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ４ ア ン テ ナ エ レ
メ ン ト が 所 望 の イ ン ピ ー ダ ン ス を 持 つ よ う な 幅 寸 法 に 選 択 し て あ る 。 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ
４ ０ が 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ セ グ メ ン ト ３ ６ Ａ の 一 端 と 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト の 第 ４ セ グ メ ン ト ３ ８ Ｄ の 一 端 と を 電 気 的 に 接 続 し て お り 、 こ の 第 ３ 短 絡 ス ト リ ッ プ
４ ０ は 、 そ の 幅 を 第 １ ０ 幅 寸 法 ５ ２ と し て あ る 。 図 ２ Ｂ 及 び 図 ３ Ａ に 示 し た よ う に 、 第 ３
ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 さ れ て い る 導 電 路 ３ ０ は 、 第
３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 ３ セ グ メ ン ト ３ ６ Ｃ の 先 端 に 形 成 さ れ て い て 、 第 １ 絶 縁 材 料 層
３ ４ を 貫 通 し て 延 在 し て い る 。 図 ２ Ｂ 及 び 図 ３ Ｂ に 示 し た よ う に 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン
ト と 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 形 成 さ れ て い る 導 電 路 ２ ８ は 、 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ
ン ト の 第 １ セ グ メ ン ト ３ ８ Ａ の 先 端 に 形 成 さ れ て い て 、 第 １ 絶 縁 材 料 層 ３ ４ を 貫 通 し て 延
在 し て い る 。 こ れ ら 導 電 路 ２ ８ 及 び ３ ０ は 、 例 え ば 、 メ ッ キ を 施 し た ス ル ー ホ ー ル や フ ィ
ル ド ホ ー ル で 形 成 す れ ば よ い 。 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ セ グ メ ン ト ３ ６ Ａ の 先 端 に
は 、 同 軸 ケ ー ブ ル の 中 心 導 体 を 接 続 す る た め の 接 続 点 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ア ン テ ナ の 動 作 周 波 数 の 具 体 的 数 値 例 を 示 す な ら ば 、 例 え ば 第 １ 周 波 数 を 約 148 MHz～
約 151 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と し 、 第 ２ 周 波 数 を 約 136 MHz～ 約 140 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数
と す る こ と が あ る 。 ア ン テ ナ の 各 部 の 寸 法 は 、 そ の ア ン テ ナ の 動 作 周 波 数 が 所 望 の 周 波 数
に な る よ う に 定 め る も の で あ り 、 第 １ 周 波 数 及 び 第 ２ 周 波 数 を 、 こ の 具 体 的 数 値 例 に 該 当
す る 周 波 数 と す る の で あ れ ば 、 以 下 に 例 示 す る 寸 法 を 採 用 す れ ば よ い 。 た だ し 、 当 業 者 に
は 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 ア ン テ ナ の 各 部 の 寸 法 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ り 、 ア ン テ ナ
の 動 作 周 波 数 を こ の 具 体 的 数 値 例 と は 異 な る 周 波 数 に す る こ と も 可 能 で あ る 。 第 １ 周 波 数
及 び 第 ２ 周 波 数 を こ の 具 体 的 数 値 例 に 該 当 す る 周 波 数 に す る に は 、 前 記 第 １ 長 さ 寸 法 １ １
２ を 約 10.25イ ン チ （ 約 260 mm） と し 、 前 記 第 １ 幅 寸 法 １ １ ０ を 約 7.25イ ン チ （ 約 184 mm
） と す る 。 ま た 前 記 第 ２ 長 さ 寸 法 １ １ ６ と 前 記 第 ２ 幅 寸 法 １ １ ４ と を 、 い ず れ も 、 約 1.0
イ ン チ （ 約 25 mm） ～ 約 1.375イ ン チ （ 約 35 mm） の 範 囲 内 の 寸 法 と す る 。 ま た 前 記 第 ３ 幅
寸 法 ２ ２ を 約 1/32イ ン チ （ ＝ 0.03125イ ン チ ） （ 約 0.8 mm） と し 、 前 記 第 ４ 幅 寸 法 １ ８ を
約 0.05イ ン チ （ 約 1.3 mm） ～ 約 0.25イ ン チ （ 約 6.4 mm） の 範 囲 内 の 寸 法 と す れ ば よ い 。 尚
、 こ れ ら の 寸 法 が 、 ア ン テ ナ の ど の 部 分 の 寸 法 で あ る か に つ い て は 、 図 ２ Ａ を 参 照 さ れ た
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 上 の 具 体 的 数 値 例 に 従 っ て 第 １ 周 波 数 を 約 148 MHz～ 約 151 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数
と す る に は 、 前 記 第 ３ 長 さ 寸 法 １ １ ８ を 約 9.125イ ン チ （ 約 231.8 mm） と し 、 前 記 第 ４ 長
さ 寸 法 １ ２ ０ を 約 5.3125イ ン チ （ 約 134.9 mm） と し 、 前 記 第 ５ 長 さ 寸 法 １ ２ ２ を 約 4.1875
イ ン チ （ 約 106.4 mm） と す れ ば よ い 。 ま た 、 上 の 具 体 的 数 値 例 に 従 っ て 第 ２ 周 波 数 を 約 13
6 MHz～ 約 140 MHzの 範 囲 内 の 周 波 数 と す る に は 、 前 記 第 ６ 長 さ 寸 法 １ ２ ４ を 約 3.635イ ン
チ （ 約 92.3 mm） と し 、 前 記 第 ７ 長 さ 寸 法 １ ２ ６ を 約 3.4375イ ン チ （ 約 84.2 mm） と し 、 前
記 第 ８ 長 さ 寸 法 １ ２ ８ を 約 8.0イ ン チ （ 約 203.2 mm） と し 、 前 記 第 ９ 長 さ 寸 法 １ ３ ０ を 約 4
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.0イ ン チ （ 約 101.6 mm） と す れ ば よ い 。 尚 、 既 述 の ご と く 、 以 上 に 例 示 し た 各 部 の 寸 法 を
適 宜 変 更 す る こ と に よ っ て 、 異 な っ た 周 波 数 に お い て 良 好 な 動 作 特 性 を 発 揮 す る ア ン テ ナ
を 製 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ 絶 縁 材 料 層 ５ ６ の 上 面 図 で あ り 、 こ の 第 ２ 絶 縁 材 料 層 ５ ６ は 、 第 １ ア ン テ
ナ エ レ メ ン ト 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 、 及 び 第 ４ ア ン テ ナ エ
レ メ ン ト が 表 面 に 形 成 さ れ た 上 述 し た 第 １ 絶 縁 材 料 層 と 、 接 地 導 体 板 と の 間 に 配 設 さ れ る
も の で あ る 。 第 ２ 絶 縁 材 料 層 ５ ６ に は 第 １ 切 欠 部 ５ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 第 １ 切 欠 部
５ ４ を 形 成 す る こ と で 、 同 軸 ケ ー ブ ル を 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ セ グ メ ン ト ３ ６ Ａ
の 接 続 点 ５ ０ に 接 続 で き る よ う に し 、 ま た 、 接 地 導 体 板 に 接 続 で き る よ う に し て い る 。 第
２ 絶 縁 材 料 層 ５ ６ に は 更 に 、 第 ２ 切 欠 部 ５ ８ を 形 成 す る よ う に し て も よ く 、 こ の 第 ２ 切 欠
部 ５ ８ は 、 不 図 示 の エ ッ ジ ・ コ ネ ク タ を 嵌 装 す る た め の 切 欠 部 で あ る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の
ア ン テ ナ の 接 地 導 体 板 ７ ０ の 上 面 図 で あ る 。 接 地 導 体 板 ７ ０ は 、 例 え ば 銅 な ど の 導 電 材 料
で 形 成 さ れ る 。 接 地 導 体 板 ７ ０ は 、 同 軸 ケ ー ブ ル ７ ２ の シ ー ル ド 導 体 ７ ４ を 接 続 す る た め
の 接 続 部 ７ ８ を 備 え て い る 。 同 軸 ケ ー ブ ル ７ ２ の 中 心 導 体 ７ ６ は 、 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン
ト に 接 続 さ れ る 。 接 地 導 体 板 ７ ０ は 更 に 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と こ の 接 続 導 体 板 ７ ０
と の 間 の 導 電 路 ２ ４ 及 び ２ ６ （ 図 ２ ） が 接 続 さ れ る 接 続 点 ２ ５ 及 び ２ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ は 、 完 成 し た ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ の 上 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 完 成 し た ア ン テ ナ ・
ア セ ン ブ リ の 図 ６ の ７ － ７ ’ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 同 軸 ケ ー ブ ル ７ ２ の 中 心
導 体 ７ ６ と 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト の 第 １ セ グ メ ン ト ３ ６ Ａ の 接 続 部 ５ ０ と の 間 の 接 続 、
並 び に 、 同 軸 ケ ー ブ ル ７ ２ の シ ー ル ド 導 体 ７ ４ と 接 地 導 体 板 ７ ０ の 接 続 部 ７ ８ と の 間 の 接
続 を 示 し て い る 。 図 ８ は 、 完 成 し た ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ の 一 部 分 の 図 ６ の ８ － ８ ’ 線 に
沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト １ ４ と 接 地 導 体 板 ７ ０ と の 間 の 導
電 路 ２ ４ 及 び ２ ６ を 示 し て い る 。 第 １ 絶 縁 材 料 層 ３ ４ の 下 面 の う ち 、 図 ８ に 示 さ れ た 領 域
か ら は 、 導 電 性 材 料 が 完 全 に 除 去 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ９ に 示 し た よ う に 、 ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ の 全 体 が 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 ８ ０ な ど の 適
当 な 絶 縁 封 止 材 料 で 封 止 さ れ て い る 。 図 ９ に 示 し た ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ の 断 面 図 は 、 図
７ の 断 面 図 と 同 様 に 、 図 ６ の ７ － ７ ’ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 し た よ う に 、 プ ラ
ス チ ッ ク 封 止 材 料 ８ ０ は 、 接 地 導 体 板 ７ ０ と 、 ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ の 上 面 と 、 ア ン テ ナ
・ ア セ ン ブ リ の 側 縁 部 と を 覆 っ て い る 。 同 軸 ケ ー ブ ル ７ ２ は 、 こ の プ ラ ス チ ッ ク 封 止 材 料
８ ０ を 貫 通 し て 延 在 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 に 説 明 し た ア ン テ ナ は 、 各 部 の 寸 法 を 適 宜 設 定 す る こ と に よ っ て 、 約 3 KHz～ 約 300
 GHzの 範 囲 内 の 周 波 数 で 効 率 的 に 動 作 し 得 る も の と す る こ と が で き る 。
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の ア ン テ ナ の 製 作 方 法 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 先 ず 最 初 に 、
ブ ロ ッ ク １ ４ ０ に 示 し た よ う に 、 上 面 及 び 下 面 を 有 し 、 そ の 上 面 に 第 １ 導 電 材 料 層 が 形 成
さ れ 、 そ の 下 面 に 第 ２ 電 電 材 料 層 が 形 成 さ れ た 第 １ 絶 縁 材 料 層 を 製 作 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ
ク １ ４ ２ に 示 し た よ う に 、 第 １ 導 電 材 料 層 及 び 第 ２ 導 電 材 料 層 に 加 工 を 施 し て 、 複 数 の ア
ン テ ナ エ レ メ ン ト と 複 数 の 短 絡 ス ト リ ッ プ と を 形 成 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ に 示 し た
よ う に 、 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 、 そ れ に 、 第 ２ ア ン テ
ナ エ レ メ ン ト と 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 に 、 導 電 路 を 形 成 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １
４ ６ に 示 し た よ う に 、 同 軸 ケ ー ブ ル の 先 端 を 受 容 す る 切 欠 部 を 形 成 し た 第 ２ 絶 縁 材 料 層 を
製 作 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １ ４ ８ に 示 し た よ う に 、 接 地 導 体 板 を 製 作 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ
ク １ ５ ０ に 示 し た よ う に 、 接 地 導 体 板 の 上 に 第 ２ 絶 縁 材 料 層 を 積 層 し 、 更 に そ の 上 に 、 両
面 に ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 形 成 し た 第 １ 絶 縁 材 料 層 を 積 層 し て 、 ア ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ を
製 作 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １ ５ ２ に 示 し た よ う に 、 接 地 導 体 板 と 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト
と の 間 に 、 導 電 路 を 形 成 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １ ５ ４ に 示 し た よ う に 、 ア ン テ ナ ・ ア セ ン
ブ リ に 同 軸 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 。 次 に 、 ブ ロ ッ ク １ ５ ６ に 示 し た よ う に 、 必 要 に 応 じ て ア
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ン テ ナ ・ ア セ ン ブ リ を 封 止 す る 。 図 １ ０ に 示 し た 以 上 の 各 ス テ ッ プ は 、 既 に 詳 細 に 説 明 し
た 通 り の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 に 本 発 明 を 、 そ の 幾 つ か の 好 適 な 実 施 の 形 態 に 即 し て 、 具 体 的 に 図 示 し て 説 明 し た
が 、 当 業 者 に は 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 そ れ ら 実 施 の 形 態 は 、 本 発 明 の 概 念 及 び 範 囲 か
ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々 な 形 態 及 び 細 部 構 造 に 関 す る 変 更 を 加 え 得 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 形 成 す る 前 の 回 路 板 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 第 １ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 示 し た 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト 及 び 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト を 示 し た 下 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 形 成 さ れ た 回 路 板 の 一 部 分 の 断 面 図 で あ り 、 第 １ ア ン テ
ナ エ レ メ ン ト と 第 ３ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 の 導 電 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 形 成 さ れ た 回 路 板 の 一 部 分 の 断 面 図 で あ り 、 第 ２ ア ン テ
ナ エ レ メ ン ト と 第 ４ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と の 間 の 導 電 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ア ン テ ナ エ レ メ ン ト が 形 成 さ れ た 回 路 板 と 接 地 導 体 板 と の 間 に 介 装 さ れ る 絶 縁 材
料 層 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 接 地 導 体 板 の 上 面 図 で あ り 、 同 軸 ケ ー ブ ル の シ ー ル ド 導 体 と 接 地 導 体 板 と の 間 の
接 続 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 完 成 し た ア ン テ ナ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 完 成 し た ア ン テ ナ の 断 面 図 で あ り 、 同 軸 ケ ー ブ ル の 中 心 導 体 と 第 ３ ア ン テ ナ エ レ
メ ン ト と の 間 の 接 続 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 完 成 し た ア ン テ ナ の 断 面 図 で あ り 、 第 ２ ア ン テ ナ エ レ メ ン ト と 接 地 導 体 板 と の 間
の 導 電 路 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 プ ラ ス チ ッ ク で 封 止 し た 完 成 し た ア ン テ ナ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 方 法 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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